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公 民

１ 学習指導と評価の改善・充実

～平成１７年度高等学校教育課程実施状況調査の分析結果と指導上の改善点～

(1) 調査の趣旨

本調査は、高等学校学習指導要領（平成11年告示）に基づく教育課程の実施状況につ

いて、学習指導要領における各教科、科目の目標や内容に照らした学習の実現状況の把

握を通して調査研究し、今後の教育課程の改善等に資するために実施された。

(2) 調査の概要

ア 高等学校「倫理」、「政治・経済」について、全国の高等学校（中等教育学校の後

期課程を含む。）のそれぞれ第３学年７，０６４人、１１，１２０人を対象に実施した。

イ 「倫理」は全４５問中１０問が平成１５年度調査と同一問題であった。「政治・

経済」は全４４問中１５問が平成１５年度調査と同一問題であった。

(3) 調査結果の主な特色

(4) 調査結果の主な特色を踏まえた指導上の改善点

○自己の体験や自己の生きる課題と関連付けて考察させることに課題

○社会生活における人間関係や社会における自己の生き方について思索を深めることが課題
倫
○生徒自身の主体的な課題追究を促すような教材の開発や指導方法の改善が課題

○「倫理を勉強すれば、私の人格形成に役立つ」「社会の一員としてよりよい社会を考えること
理
ができるよう、倫理を勉強したい」など、倫理の勉強に関する意識について肯定的な回答は、

前回調査より増加傾向

政 ○現代社会の諸課題を資料を活用して追究し、表現することに課題
治 ○基礎的・基本的な概念や理論についての理解が課題

・ ○「政治・経済の勉強は、入学試験や就職試験に関係なくても大切だ」「政治・経済を勉強すれ

経 ば、私は、社会の一員としてよりよい社会を考えることができるようになる」など、政治・

済 経済の勉強に関する意識について肯定的な回答は、前回調査より増加傾向

○青年期の意義と課題について、単に知識として習得させる指導に終わるのではなく、青年期

にある自己の変化など自分自身の体験と重ね合わせて、具体的に自己理解を深め、自己形成

倫
を課題としてとらえさせていくような指導の工夫が必要である。

○先哲の思想に関する学習においては、先哲の考え方を手掛かりとして、生徒が自らの課題に

理
ついて思索を深め、倫理的な見方や考え方を身に付けさせるよう指導する必要がある。

○課題解決的な学習を取り入れた授業、観察や調査・見学、体験を取り入れた授業、調べたこ

とを発表させる活動を取り入れた授業など生徒の実態を踏まえて、生徒自身の主体的な課題

追究を促すような教材の開発や指導方法の改善が必要である。

○生徒が基本的な概念や理論を活用したり、それらを用いて課題を追究したりすることができ
政 るように具体的な事例を通して指導することが大切である。
治 ○課題を追究する学習を通して、資料から有用な情報を読み取る力、それに基づいて考察し追
・ 究する力、その結果を分かりやすくまとめる力などを身に付けさせることが大切である。
経 ○新聞やインターネットなどの様々なメディアを活用して、時事的な話題を扱ったり、収集し
済 た情報を授業で活用することを通して、社会的事象に対する生徒の関心を高めるような授業

の工夫・改善が必要である。
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２ 「確かな学力」を育成する取組の改善・充実

調査結果を踏まえ、本手引においては、「確かな学力」を育成するため、「諸資料か

ら有用な情報を取り出して活用することを通して主体的に課題を追究し、自分の考えを

表現する学習指導の工夫」「自分の生き方と関連付けて考えさせる考査問題例」「生徒

による授業評価を組み合わせた自己評価表例」「生徒の思考力や判断力を問う考査問題

例」について具体的な事例を紹介する。

【現代社会】

○諸資料から有用な情報を取り出して活用することを通して主体的に課題を追究し、

自分の考えを表現する学習指導の工夫

(注)データのグラフ化

については省略

〈学習指導案〉

１ 単 元 名 ３ 科学技術と生命（配当時間３時間）
２ 単元の指導計画 〈高度医療技術の進歩〉 １時間 〈脳死と臓器移植の問題〉２時間
３ 本時の目標 (1) 脳死と臓器移植の問題について、諸資料をもとに自ら

課題を設定させ、追究し考えたことについて発表させる。
４ 本時の展開（３時間のうち３時間目）
段
指導内容

学 習 活 動 評価の観点
階 教師の活動 生徒の活動

導 本時の内容 脳死や臓器移植に関す 意見表明 関心・意欲

入
について るアンケートをもとに ・態度

意見を発表させる。

・脳死に対 ・資料をもとに日本と ・身近な人の死から
する考え 欧米の宗教観の違い 連想する。
方につい による臓器移植に対
て する考え方の違いに ・ワークシートに適 思考・判断

展 ついて発問する。 語を記入する。

・臓器移植 ・臓器移植に関して、 ・臓器移植について、 資料・活用
にかかわ 脳死患者の意思表示 自分の考えをまと の技能・表
る諸問題 について発問する。 めてワークシート 現
について に記入する。

・数名の生徒を指名し ・自分の意見と相手
て、自分の意見を発 の意見を正確に述

開 表させる【あなたは べる。それ以外の
どう思いますか】に 生徒は、自分の意
ついても同様に発表 見と比較する。
させる。

ま 本時のまと 脳死と臓器移植につい ワークシートにまと
と め て整理させる。 める。
め

自分のクラスの生徒を対象に
実施した脳死や臓器移植に関す
るアンケート結果をもとに、ど
のようなことが分かるか発表し
合い、脳死や臓器移植にかかわ
る諸問題を自らの問題として関
心を高めるよう配慮する。

資料から、脳死や臓器移植の
諸課題を考える糸口をつかむと
ともに、脳死や臓器移植に対す
る自分の考えと他者の考えとの
違いを明確にし、自らの課題を
設定する。また、課題を追究す
る上で必要な資料を集め、その
中から必要な情報を整理し、自
らの考えをまとめことができる
ようにする。

臓器移植法の成立によって、
人の死は従来の心停止と脳死の
二つあることを説明し、流れ図
を用いて、脳死の判定方法につ
いて理解させる。
また、人の死に対する意見の
相違については、ここでは深入
りせず、自分の率直な意見を出
せる雰囲気づくりに配慮する。

〈資料の作成及び分析〉

自分のクラスの生徒を対象に脳死や臓器移植に関するアンケートを
実施し、そのデータをグラフ化し、自分のクラスにおいて、脳死や臓
器移植に対する関心を高めるとともに、クラス全体の考え方の傾向を
把握する。

意 見 表 明 ① 意 見 表 明 ② 意 見 表 明 ③

番号 氏名 脳死を「人の死」 自分が脳死になった時の臓器 あなたの大切な人の臓器提供
と認めるか否か 提供の意思 の意思

認める 認めな 提供して 提供した 一部提供 提供させ 提供させ 一部提供

い もよい くない してもよい てもよい たくない してもよい

１ ○ ○ ○
２ ○ ○ ○

合計 ３３ 7 ３０ ２ ８ ２８ ５ ７

自分のクラスの生徒を対象に
したアンケートをとることによ
り、脳死や臓器移植が自分にと
って身近な問題としてとらえる
ことができる。またアンケート
の実施、集計、グラフ化などの
資料の作成を通して、資料活用
能力を高めることもできる。
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〈ワークシート２〉

【あなたはどう考える】

「自分自身が脳死状態になったときの臓器提供の意思は？」

第１段階：いままでの学習や自分の意思をもとに、次のテーマについて自分の考え

をまとめさせる（５分程度）。

テーマ「自分自身が脳死状態になったときの臓器提供の意思」

（理由も書くように指示する。）

第２段階：次に相手の意見を聞いて、ノート（プリント）に書き込む（５分程度）

〔約束事〕

１ 自分の考え（理由は除く）をまず先に表明し、相手の意見を聞

く。

「私（僕）は○○だと思うけど、あなたはどうですか」

２ 自分の意見とは違うかもしれないが、決して批判しない。

３ 相手の意見を聞き出す努力をする。

第３段階：聞く側と聞かれる側の立場を変える（５分程度）。

事前に脳死や臓器移植に関
するアンケートを自分たちの
学年やクラスの生徒を対象に
実施し、集計したもをグラフ
化する。資料を活用し、様々
な意見を持っている仲間の存
在を認識し、脳死にかかわる
諸問題を考えるきっかけとす
る。

自分の率直な気持ちが表せ
るように雰囲気づくりを配慮
するとともに、パートナーを
見つけられない生徒がいない
かどうか気を配るとともに、
生徒のプライバシーに配慮し
ながら進める。

〈ワークシート１〉
・平均寿命とは？
死亡年齢の平均値であり、０歳の ① である。

昭和２２(1947)年、男子５０．０６歳 女子５３．９６歳であったが、平
成１６(2004）年には

男子は ② 歳 に、女子は ③ 歳 になった。

【考えてみよう１】男女とも半世紀間で急速にこの値が伸びたのはなぜだろ
うか？

・厚生労働省発表の平成１６年人口動態統計月報年計（概数）の概況による
と、平成１６年の一年間に死亡した人の数は、102万 8708人 で 、平
成１５年より1万 3757人増加した。

・死因は一位が ④ （３１．１％）、二位は ⑤

（１５．５％）三位は ⑥ （１２．５％）の順となった。

・しかし、これらの病気も「早期発見」・「早期治療」によって治癒するとい
われている。

・また、２００４（平成１６）年の１年間に、3万8125人もの人が

⑦ で亡くなっている。

「６月○日、午後５時ころ○○市××町の見通しのよい交差点で、運転
のＡは普通乗用車が道路を横断中の主婦Ｂさんをはねた。Ｂさんは意識
不明の重体」

【考えてみよう２】このあと、病院に運ばれた主婦Ｂさんは、どのような処
置がされると思いますか？

【考えてみよう３】上記のケースについて、それぞれの立場に立って考えて
みよう。

平成16年７月26日に厚生労
働省が平成16年の統計に基づ
く日本人の平均寿命を公表し
た。これによると日本人の平
均寿命（平均余命）は女性が
85．81歳で、男性が79．00歳
と、ともに過去最高を更新し
た。１９４７（昭和２２）年
の数字と比較させ、なぜこれ
だけ急速に伸びたのかを考え
させる。

親族等の死に触れる可能性
のある年代であることから、
話題の展開には十分な配慮を
する必要である。また、これ
らの病気でも「早期発見」、
「早期治療」によって治癒す
る可能性を話し、なぜ、その
ようなことが言えるか考えさ
せる。

身近な人の死に触れる機会
はあっても、高校生にとって
は、病気による「死」という
ものはあまり差し迫っている
ものではないため、自分の問
題としてとらえにくい。そこ
で、１０代後半から２０代前
半の死因の第一位の「不慮の
事故」、特に交通事故を通し
て、医療の現場ではどのよう
な医療行為が施されるかにつ
いて考えさせ、資料を提示し
その分析を通して、さらにど
のような情報やデータが必要
かを考えさせることで資料の
活用能力を高めるとともに、
資料から必要な情報を読み取
る能力を養う。



年 組 番・氏名

設問 以下の事例を読んで下の問に答えなさい。

妻Ａさんと夫Ｂさんとの間には、４歳になる長男のＣ君と０歳の長女のＤちゃんがおり、４人

で一緒に暮らしていた。

Ａさんは専業主婦であり、家族の生活を支えている夫のＢさんは、仕事が忙しく、朝早くに

会社に出て、家に帰ってくるのは子どもが寝た後という毎日で、休日も，「疲れた。」と言って

休んでおり、あまり家庭での生活に協力的でなかった。

Ａさんは、仕事が忙しい夫から協力を得られず、また、身近に相談できる親族や友人もい

なかったことから、子育てのことで悩むようになり、次第にノイローゼのような状態になってし

まった。ひとりで悩みを抱えていたＡさんの不安やイライラは、やがて、長男のＣ君に対して向

かうようになり、Ｃ君に対して、ささいなことで怒鳴ったり、叩いたりするようになった。実は，

Ａさん自身も、小さいころに、母親のＥさんから厳しい体罰を受けたことがあり、子どもを叩く

のは良くないと思っていたが、長男がいうことを聞かないと、思わず手を挙げてしまうという

状況だった。

ある日、夫のＢさんもＣ君の額のあざに気が付いて、Ａさんに尋ねたところ、Ａさんが、「公

園で遊んでいたときに、転んで額を地面にぶつけた。」と言ったので、「転んだのに擦り傷が

ないのはおかしいな。」とも考えたが、それ以上特に気にかけなかった。

１ この事例で、あなたが問題と思うことについて箇条書きにしなさい。

・育児ノイローゼ、体罰、夫の非協力等・・・。

２ 下記の台本をもとにＡさんになったつもりでロールプレイしよう。

ロールプレイの台本

Ｂ：「俺は毎日家族のために、遅くまで働いているのでくたくたなんだよ。家の中の

ことはお前の仕事だろ、ちゃんとやれよ」

Ａ：「（例：私だって毎日一人で頑張っているのよ！家事に育児に大変なのよ。）」

Ｂ：「昼間は、仕事で外に出てるんだから、普段の子育てぐらいちゃんとやれよ」

Ａ：「（例：子育てはひとりでするものではないでしょ。少しぐらい協力してよ。）」

３ 現代の家族問題について、知っていること・関心をもったことを書きなさい。

・なぜ、育児・子育てに関する事件が起こるのか関心がある。
４ 家族にかかわる倫理的課題について追究したい課題を書きなさい。また、なぜその課

題を追究したいのか、自己の課題とどのようにつながるのか、その理由を書きなさい。

追究したい課題 なぜ追究したいのか（自己の課題とのつながり）

育児・子育ての課 育児ノイローゼやネグレクトなど、育児・子育てに関する様々な問題
題について が起こっているのがなぜか考えたかったから。
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【倫理】

○「家族」を課題としたワークシートの例

○自分の生き方と関連付けて考えさせる考査問題例

現代の家族にかかわる倫理的
課題について、自己の課題とつ
なげて具体的に追究する課題を
設定させ、その理由を書かせ
る。

「政治・経済」、家庭科との
関連に配慮するとともに、生徒
自身の主体的な課題追究を促す
よう留意する。

５～６人のグループに分かれ
て、Ａ・Ｂの役をグループ内全
員で順々に行い、グループごと
に全体シェアリングを行うこと
で、事例の家族が抱えている問
題を実感する。

４の課題追究につなげるよう
に、事例を参考にして考えさせ
る。

倫理の授業で、「人間の本性は善か、悪か」というテーマのもとにクラスの４人の代表

が討論を行いました。この内容について、下の問いに答えなさい。

人間の本性について、仮に性善説と性悪説のいずれかの立場で考えるとしたら、あなた

の考えはどちらに近いですか。性善説なら１の番号を、性悪説なら２の番号を書きなさい。

また、その立場を選んだ理由を、具体的な例を挙げて書きなさい。

佐藤さん：私は、最近の目をおお
いたくなる凶悪犯罪のニュースを見
ていると、人間の本性が善だなんて
信じられないわ。世界各地では、戦
争が絶えることはないしね。そもそ
も人間は弱い存在で、欲望のかたま
りみたいなものでしょ。悪いことを
したら、厳しい刑罰を科すべきよ。

木村さん：僕は、そうは思わないな。
もし、皆が皆悪人だったら、学校の先生
やお医者さんや看護師さんに自分の子ど
もをあずけられないよ。現実の社会は人
間が本来善だからこそ成り立っているっ
て面があるでしょ。目の前で子どもが車
にひかれそうになったら、誰だって助け
ようとするに決まっているじゃない。

鈴木さん：３人ともあんまりにも固定
的な価値観や常識にとらわれすぎている
わ。歴史をはるかかなたまでさかのぼっ
ててみれば、善とか悪とか対立したもの
の見方など存在しなかった時代があった
でしょ。こざかしい人間の知を超えて、
もっと自然の法則に任せるべきよ。そう
すれば落ち着くべきところに落ち着くは
ずなんだから。

武田さん：木村さんは、人間の
本性を善だと決めつけすぎている
よ。人間って放っておいたら佐藤
さんの言うように欲望のままにふ
るまって社会は混乱するし、人を
ねたんだり憎んだりする感情の動
物だから、人を傷つけたりもする
んだよ。だからこそ教育や法律の
制度をしっかりしておく必要があ
ると思うんだ。

平成１７年度教育課程実施状況
調査において、通過率（正答率）
が設定通過率（予定正答率）を大
幅に下回る傾向が見られた問題と
ほぼ同様の問題例である。

○出題のねらい
自己の人間観を振り返り、人間
の本性について、具体的な事例を
もとに考える。

○解答例
・性善説を選んだ場合
乱暴な子どもでも、持ってい
る優しい気持ちを見つけて育て
ていけば、立ち直ることが多い
など。
・性悪説を選んだ場合
乱暴な子どもも学校のルール
を守らせれば、規範意識が次第
に身に付き、よい人間性がつく
られることが多いなど。

「ウ 現代の諸課題と倫理」
では、「生命と環境」、「家族
・地域社会と情報社会」、「世
界の様々な文化の理解とは人類
の福祉」の三つの群から一つず
つ課題を選択して学ばせること
となっている。ここでは、「家
族」を課題として選択した事例
を紹介する。

事例の中から、現代の家族に
おける夫婦関係や親子関係につ
いて考察させるとともに子育て
の意義について認識を深めさせ
る。その際、男女の対等の在り
方と相互の理解・尊重・協力の
大切さについても理解させ、自
らの将来の生き方について考え
させる。
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【政治・経済】

○生徒の思考力や判断力を問う考査問題例

設問 次の文章を読んで設問に答えなさい。
一郎さんは夏休みを利用してアメリカへ旅行に行きました。出発前まで忙しく、日本の空
港でやっと円をドルに両替することかできました。そのときの交換比率は１ドル＝110円で
した。
帰国後、一郎さんは、外国為替相場の円とドルの交換比率と、アメリカ旅行中に買ったハ
ンバーガー１個の価格と日本でのハンバーガー１個の価格を比較して求めた円とドルの交換
比率とが異なることに気づきました。そこで、なぜ異なっているのかを考え、ノートに次の
ようにまとめてみました。ノートの中のア、イに入る語句の組み合わせとして適切なものを、
下の１～４の中から一つ選び、その番号を書きなさい。
ノート

（ア） （イ）

１ 10円分高く 円高
２ 10円分高く 円安
３ 10円分安く 円高
４ 10円分安く 円安

私がアメリカに出発するときの外国為替相場は１ドル＝110円でした。

そのとき日本とアメリカでは、同じハンバーガー１個の価格が、

アメリカ・・３ドル50セント

日本・・・・420円 でした。

そこでハンバーガー１個の価格をもとにした交換比率は、

３ドル50セント＝420円 となります。

これを１ドルに換算すると、

１ドル＝120円 ということになります。

外国為替相場の決定には、物価変動などの経済の基礎的条件の影響も受けるはずです。

アメリカと日本のハンバーガーの価格をもとにした場合、もし現在も1ドル＝110円であ

れば、外国為替相場では1ドル当たりの円の価値が（ア）評価されていると考えられ、他

の商品でも同様の状況が見られる場合には、円は、長期的には（イ）になっていくので

はないかと考えられます。

○生徒による授業評価を組み合わせた自己評価表例

自己評価表 年 組 番 氏名
※評価は４（たいへんよい）、３（よい）、２（あと少し）、１（もっと努力）
の４段階で評価すること。
※Ａ～関心・意欲・態度、Ｂ～思考・判断、Ｃ～資料活用の技能・表現、
Ｄ～知識・理解
学習内容 観点 評価内容 評価
既習事項を整理 Ａ 本時の授業に当たって、教科書を読むなど予習を
し、新しい視点で してのぞむことができたか。
考察する学習 Ａ 本時の目標がはっきりと明示され、目標を理解し

て学習にのぞむことができたか。
ガ 先進国と発展途上国との経済格差が拡大し、発展
イ

Ｄ
途上国間においても経済的格差があることについ

ダ て、歴史的背景を把握しながら理解することがで
ン きたか。
ス 先進国の発展途上国への国際協力の在り方につい

Ｂ て、ＯＤＡを通じて具体的に考察することができ
たか。

Ｄ 先生の説明が分かりやすく、板書も整理されてい
たか。

複数の資料を読み Ｃ 複数の資料を用いて地域別ＯＤＡの実績を読み取
取る学習 り、答えを導き出すことができたか。

ロ 調べたことがらを Ａ 本時の目標がはっきりと明示され、目標を理解しー

発表する学習 て学習することができたか。
ル

Ｃ
調べたことがらを他に分かりやすく説明すること

プ ができたか。
レ Ｂ 他の発表を聞きながら自分なりの考えをもつこと
イ ができたか。
ン Ａ 他のグループの発表後、ＯＤＡについて新たに考
グ えたことをまとめることができたか。

生徒には、単元の学
習をより効果的に行う
ために、各学習活動ご
とに生徒自身に学習の
状況を振り返えらせ、
評価規準に照らして、
自らの学習の到達状況
を把握させることが大
切である。
また、教師は、生徒
の学習状況を把握する
とともに、学習の到達
状況に応じて、次回の
授業計画や授業のポイ
ントを見直すなど授業
改善を図ることが重要
である。

大項目３において、Ｏ
ＤＡに関する課題追究
学習を実施した場合の
「ガイダンス」と、追
究した内容による「ロ
ールプレイング」の学
習活動を例として取り
上げる。

評価内容には、生徒
の授業に取り組む姿勢
を問うなど自己評価に
重点を置く内容と教師
の教え方を問う授業評
価に重点を置く内容を
配置するなどの工夫を
する。

○解答について
解答は２である。
ここの単元では、経
常収支や金利などが為
替相場に影響を与え、
国際間の巨額の資金移
動が為替相場を大きく
変動させること、その
ことが各国経済に深刻
な影響を与えているこ
とに気付かせることが
重要である。
また、為替相場安定
が国際的に重要な目標
になっていることを理
解させることも大切で
ある。

○出題のねらい
外貨売買の場である
外国為替市場では自国
通貨と外貨に対する需
給関係から為替相場が
決定されていることを
理解しているか。
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現代的課題への取組：模擬裁判

★ 平成１６年５月２８日に公布された「裁判員の参加する刑事裁判に関する

法律」により平成２１年５月までの間に実施される裁判員制度を踏まえ、「政治・経済」の授業において

札幌弁護士会（札幌弁護士会法教育協議会）と連携して行った模擬裁判の授業実践を紹介します。

日本の裁判制度の学習においては、日本国憲法の基本的性格と国会、

内閣、裁判所などの政治機構を概観し、政治と法の機能、人権保障と法

の支配、権利と義務の関係について理解させ、民主政治の本質や現代政

治の特質について探究させるとともに、望ましい政治の在り方及び主権

者としての参政の在り方について考察させることが重要です。

これらのことを踏まえ、本実践例では、住居侵入・窃盗未遂の模擬裁

判の体験を通し、裁判のしくみや裁判員制度導入の意義を理解させると

ともに、評議を通じて事実に対する客観的で公正な見方や考え方を養い、

自分の意見を表明する力を育成することを主なねらいとしています。

★ 指導計画

時間 学習内容 到達目標 評価の方法

１ ○ 模擬裁判のための事前学習 ○法の機能、人権保障と法の支配について、 ワークシート
・政治と法、裁判所の機能などに 理解することができたか。
ついて調べ、ワークシートにま
とめる。

２ ○ 模擬裁判ガイダンス ○裁判員制度を踏まえながら、模擬裁判の ワークシート
・模擬裁判の趣旨を説明し、模擬 趣旨を理解することができたか。
裁判における役割を決める。 ○他と協力しながら模擬裁判の準備を進め
・役割分担 ることができたか。
裁判官１名、検察官１名、弁護士１名、被告人１名
証人（被告人の妻）１名、証人（警備員）１名
※裁判員はその他全員

３ ○ 模擬裁判 ○シナリオの内容と裁判所の役割や憲法、 観察法
・配布されたシナリオに基づき模 法の機能の概念を結び付けながら考察す 自己評価表
擬裁判を行う。 ることができたか。
・裁判員は、配布されたシナリオ ○模擬裁判を通して実生活
を読み、証拠と思われる部分に と司法のかかわりについて
線を引き、裁判の内容をつかむ。 考察することができたか。

４ ○ 評議 ○評議を通じて事実を客観
・札幌弁護士会弁護士の助言を受 的に考察し、公正な見方
けながら、班ごとに評議を行い、 や考え方をもつことがで
考察したことを裁判員判決メモ きたか。
にまとめる。 ○評議を通じて考察したこ

とについて、裁判員メモ
にまとめることができた 裁判員判決メ
か。 モ

５ ○ 発表・質疑応答 ○発表者は自分の意見をまとめ、わかりや ワークシート
・評議において考察した内容につ すく表現することができたか。 自己評価表
いて、班ごとに発表し質疑応答 ○証拠や根拠を交流し互いの見方や考え方
を行う。 が異なることに気づくことができたか。

○ 講評 ○模擬裁判を通して、実生活と司法のかか
・札幌弁護士会弁護士から講評を わりについて、裁判員や自分の役割など
受ける。 から考え、裁判員制度について考察する

ことができたか。

★ 模擬裁判実施上の留意事項等

・政治と法や裁判所の機能についての概念や理論、模擬裁判の趣旨を理解させ、生徒が自ら役割を引き受け

るよう促すこと。

・模擬裁判を単にシナリオ通り進めず、既習の憲法や法の概念及び裁判所の機能や現行の司法制度の課題に

ついて、役割に基づいて考察できるよう指導すること。

・評議においては、自己の考えを明確化し意見をまとめ、他者に分かりやすく表現できるよう、他者の意見

を客観的に捉え、公正な見方や考え方を身に付けさせるよう配慮すること。

・評議においては、考えを交流することを目的とし、無理に集約しないよう配慮すること。

Topic


